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２９
年
度
事
業
と
秩
父
市
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
つ
い
て 

 

 

昨
年
、
秩
父
市
と
の
連
携
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
ニ
ュ
ー
に
墓
地

の
清
掃
、
空
き
家
見
回
り
サ
ー
ビ
ス

が
加
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
空
き
家

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
市
と
協
定
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
地

域
社
会
と
連
携
し
な
が
ら
就
業
並
び

に
社
会
奉
仕
の
機
会
を
確
保
し
、
活

力
あ
る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
目
的

に
、
会
員
の
生
き
が
い
就
業
の
提
供

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
超
高
齢

社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
で
は
、
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
る

と
と
も
に
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会
問

題
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
方
で
長
年
培
っ
て
き
た
豊

か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
等
を
活
か

し
て
何
ら
か
の
仕
事
を
し
た
い
高
齢

者
は
、
他
の
先
進
国
に
比
べ
て
多
く
、

生
き
が
い
や
健
康
を
保
つ
た
め
と
い

う
意
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
が
「
社
会
に
支
え
ら
れ
る

側
」
か
ら
「
社
会
を
支
え
る
側
」
へ

と
転
換
し
て
い
く
過
程
で
、
こ
こ
数

年
は
、
定
年
年
齢
の
上
昇
等
の
要
因

に
よ
り
、
会
員
数
の
減
少
が
見
ら
れ

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
の
入
会
率
は
、

３
％
台
と
な
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

発
展
途
上
の
組
織
と
言
え
ま
す
。 

 

今
後
、
セ
ン
タ
ー
が
発
展
す
る
た

め
に
は
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
そ
の
役
割
と
は
、
公
益
法
人

た
る
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
、
積
極
的

に
自
ら
の
地
域
の
た
め
に
協
力
し
、

行
動
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
更
に
、

他
の
団
体
と
繋
が
る
こ
と
で
地
域
の

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
参
加
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会

貢
献
活
動
は
、
単
に
就
業
の
枠
を
超

え
て
、
将
来
を
見
据
え
た
シ
ル
バ
ー

の
発
展
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

５
年
間
を
見
据
え
て 

中
期
基
本
計
画
を
策
定 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
を
理
念
と
し
た
事
業
の

更
な
る
発
展
を
目
的
に
今
回
、「
秩
父

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
中
期
基

本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計

画
は
、
理
事
を
は
じ
め
１５
名
の
会
員

で
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
す
。
計
画
の
主
旨

に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。 

中
期
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て 

 
 
 
 
 

理
事
長 

久
喜
邦
康 

 

我
が
国
で
は
、
世
界
に
例
を
見
な

い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
み
、
既
に
国

民
の
４
人
に
１
人
が
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
と
い
う
「
超
高
齢
社
会
」
を
迎

え
て
い
ま
す
。 

 

少
子
高
齢
化
の
進
展
は
、
労
働
力

人
口
が
減
少
し
、
生
産
力
が
低
下
す

る
と
と
も
に
地
域
活
力
の
衰
退
、
社

会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
経
済
・
社

会
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念
が

あ
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
地
域
の
活

力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
秩

父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、

高
齢
者
の
意
欲
と
能
力
を
活
か
し
働

け
る
場
所
を
確
保
・
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
参
加
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
す
べ
く
活
動
を
積
極
的
に

行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
社

会
か
ら
の
期
待
も
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
く
中
、
セ
ン
タ
ー
の
使
命
や
役

割
は
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
平
成
２１
年

に
お
け
る
国
の
事
業
仕
分
け
に
よ
っ

て
補
助
金
が
大
幅
に
縮
減
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
事
業
運
営
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
２４
年
の
公
益
社
団
法
人
に
移
行

し
て
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
今
後
、

事
業
の
拡
大
の
一
環
と
し
て
派
遣
事

業
の
取
り
組
み
な
ど
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
り
、
更
な
る
発
展
を
目
指

し
て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
今
回

「
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

中
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

会
員
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
よ
り

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

計
画
の
概
要 

期
間 

平
成
２９
年
度
か
ら
３３
年
度

の
５
か
年
と
し
、
そ
の
後
５

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
う
。 

具
体
的
目
標 

・
会
員
数
の
増
強 

・
就
業
率
・
就
業
延
人
員
・
契
約
金

額
の
拡
大 

・
安
全
適
正
就
業
の
徹
底 

・
組
織
の
強
化 

・
財
政
基
盤
の
確
立 

・
自
主
運
営
体
制
の
整
備 

具
体
的
な
目
標
に
つ
い
て
は
、
次

回
シ
ル
バ
ー
通
信
か
ら
順
次
説
明
い

た
し
ま
す
。 

芝
桜
ま
つ
り
終
わ
る 

 

今
年
の
芝
桜
ま
つ
り
も
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
花
の
開
花
が

遅
く
、
入
園
券
販
売
開
始
日
が
４
月

１４
日
か
ら
１８
日
に
変
更
と
な
り
、
そ

の
分
会
員
の
就
業
日
数
に
も
影
響
が



出
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
イ

ー
ク
の
人
出
が
例
年
よ
り
多
か
っ
た

た
め
、
全
体
で
約
５５
万
６
千
人
（
昨

年
比
約
６
％
増
）
を
数
え
ま
し
た
。

入
園
券
販
売
、
駐
車
場
整
理
、
ト
イ

レ
清
掃
、
売
店
等
多
く
の
会
員
さ
ん

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「お
い
し
い
よ
」の
声
に
お
客
様
集
ま
る 

今
年
も
、
芝
桜
ま
つ
り
に
ま
ん
じ
ゅ 

う
班
の
ほ
か
、
手
づ
く
り
小
物
、
野 

菜
、
折
り
紙
つ
り
が
出
店
し
ま
し
た
。 

会
員
さ
ん
の
元
気
な
か
け
声
に
、
つ 

い
つ
い
足
を
止
め
る
姿
も
多
く
見
受 

け
ら
れ
ま
し
た
。 

                

手
芸
班
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

一
緒
に
小
物
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん 

か
。
男
女
を
問
わ
ず
班
員
に
な
れ
ま 

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は 

事
務
局
（
新
井
恵
、
豊
田
）
ま
で 

活
動
日
程 

５
月
１９
日
、
２６
日
、
６
月
９
日
、
２３ 

日
、
７
月
１４
日
、
２８
日
、
８
月
２５
日
、 

９
月
８
日
、
２２
日
い
ず
れ
も
金
曜
日 

学
校
の
草
刈
作
業
に
予
算
付
く 

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
小
・
中

学
校
の
刈
払
機
を
使
用
し
た
草
刈
作

業
が
新
年
度
か
ら
予
算
化
さ
れ
ま
し

た
。
会
員
に
と
っ
て
は
就
業
機
会
の

拡
大
は
、
も
ち
ろ
ん
望
ま
し
い
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
、
刈
払

機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。 

そ
こ
で
２
月
、
３
月
に
刈
払
機
作

業
従
事
者
安
全
衛
生
教
育
講
習
会
を

実
施
し
、
修
了
者
の
み
作
業
が
で
き

る
規
程
の
変
更
を
行
い
ま
し
た
。 

特
に
学
校
で
の
作
業
は
児
童
・
生

徒
が
お
り
、
他
の
現
場
以
上
の
注
意

が
必
要
で
す
。
学
校
で
の
事
故
は
物

損
ば
か
り
で
な
く
、
傷
害
事
故
も
危

惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
点
検
、

小
石
の
飛
散
防
止
等
の
安
全
対
策
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

新
会
員
紹
介 

 

次
の
方
た
ち
が
新
し
く
仲
間
に
な
り
ま

し
た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

三
月 

 

森
前
美
津
子 

新
井
善
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

山
本
博
子 

中
畦
武
信 

鈴
木
昭 

磯
田
潤
一 

森
田
順
子 

堀
口
一
夫 

塩
旗
基
良 

越
田
泰
春 

山
﨑
壽
之 

浦
山
昇 

浅
海
ら
く
ゑ 

堀
口
照
雄 

四
月 

村
田
加
代
子 

岡
野
安
男 

 

飯
塚
惣
一
郎 

井
上
仲
治 

福
島
勉 

長
嶋
妙
子 

住
谷
弘
之 

松
岡
艶
子 

富
田
和
子 

シ
ル
バ
ー
定
時
総
会
に
つ
い
て 

 

秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
平
成
２９
年
度
定
時
総
会
を
６
月

２６
日
（
月
）
午
後
２
時
に
秩
父
地
域

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

し
ま
す
。 

案
内
、
資
料
等
は
後
日
郵
送
し
ま

す
。
そ
の
際
、
同
封
の
用
紙
を
用
い

て
出
欠
の
有
無
を
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

な
お
欠
席
の
方
は
、「
委
任
状
」
ま
た

は
「
議
決
権
行
使
書
」
の
記
入
も
お

願
い
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

「親
睦
会
」総
会
開
催
さ
れ
る 

５
月
１２
日
に
福
祉
女
性
会
館
で
開
催
さ

れ
、
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
長 

 

黒
沢
友
一 

副
会
長 

佐
藤
晴
夫 

若
林
睦
子 

 

会
計 

 

清
川
秀
幸 

書
記 

 

山
下
ヨ
シ
子 

監
事 

 

平
野
義
次 

上
林
靖
男 

相
談
役 
今
井
昭
夫 

「プ
ラ
チ
ナ
会
」総
会 

 

４
月
１８
日
に
福
祉
女
性
会
館
で
開
催
さ

れ
、
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長 

 

根
岸
久
太
郎 

副
会
長 

橋
本
登
美
男 

会
計 

 

山
下
ヨ
シ
子 

書
記 

 

引
間
た
け
子 

監
査 

 

黒
沢
友
一 

会
員
だ
よ
り 

 

皆
様
、
今
日
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
中 

カ
ツ
ミ 

 

シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
、
二
月
の
十
日
で
十

年
に
な
り
ま
し
た
。
大
滝
の
支
所
の
方
も

４
人
ほ
ど
変
わ
り
、
そ
し
て
、
荒
川
と
一

緒
に
な
っ
て
十
年
目
。
め
ま
ぐ
る
し
い
ほ

ど
、
変
わ
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
私
も
仕
事
に
恵
ま
れ
て
、

入
会
し
た
時
に
は
す
ぐ
に
仕
事
が
入
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
仕
事
は
氷
柱
の
駐
車
場

の
集
金
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
年
は
温
暖
で

氷
柱
は
溶
け
て
し
ま
い
、
二
日
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
施
設
の
掃
除
や
草
取
り
な

ど
で
２
か
月
、
そ
の
後
、
観
光
ト
イ
レ
を
四

月
か
ら
週
５
回
、
１
か
月
で
２０
日
か
ら

２２
日
の
仕
事
で
、
こ
の
仕
事
も
３
月
で
十

年
に
な
り
ま
す
。
自
分
な
が
ら
良
く
続
い

た
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
仕
事
の
他
に

は
、
夏
は
登
山
道
の
草
刈
り
、
水
道
の
見

回
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
で
、
皆
、
自

分
と
し
て
は
男
勝
り
の
仕
事
ば
っ
か
り
だ

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
草
刈
り
で
足

場
の
悪
い
大
き
い
カ
ヤ
の
株
な
ど
「
タ
イ
ヘ

ン
」で
し
た
。 

 

も
う
こ
の
辺
で
、
身
体
も
労
っ
て
見
た
い

と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

会
員
だ
よ
り
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
テ
ー

マ
は
自
由
。
気
楽
な
気
持
ち
で
あ
な
た
の
思

い
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。 


